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研究成果の概要（和文）：集団における学習が個人の学習を支援する効果を把握する方法について、主に大学のSNSか
ら抽出したコミュニケーション履歴の分析にもとづいて提案した。複雑ネットワーク分析におけるコミュニティ抽出と
いう手法から学習者の集団内集団を抽出し、その部分ネットワークに対して学習者に対応するノードの持つネットワー
ク指標を計算することにより、学習者が周囲のコミュニケーションに期待できる学習支援効果を推測することが可能で
ある。

研究成果の概要（英文）：We proposed the method to measure and grasp the degree of supporting effect of 
learning in a group for the learning of individual, from the analysis of communication logs of an 
university social network services. By carving out subgroups from whole group of learners, and 
calculating the network indexes of respective nodes and (sub)network, we can guess the supporting effect 
for learning expectable from surrounding interaction.
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１． 研究開始当初の背景 
 
教育工学等の領域で主張されている状況
主義的な学習観によれば、コミュニティへの
参加を通じた学習者の相互作用こそが学習
の本質をなす。その相互作用は、学習者間の
結びつきや学習空間で発話された言葉のつ
ながり、すなわち各種のネットワークを通し
て行われているものと考えることができる。
しかしながら、コミュニティ内でのネットワ
ークを通した学習者の相互作用が学習効果
につながる本質的な理由やその詳細なメカ
ニズムについてはまだよくわかっていない。
一方社会科学の分野では、集団内部でのつな
がりや関係性のネットワークが「社会的な規
範・価値・信頼関係等の絆」として個人の総
和を超えて生み出す力「ソーシャル・キャピ
タル（社会関係資本）」が注目されている。 
ここから、学習コミュニティの内部の関係
性や相互作用がソーシャル・キャピタルとし
て機能し学習効果に寄与するものと捉え、こ
のソーシャル・キャピタルの状態を先行する
社会科学などの知見を導入することにより、
ネットワーク分析の指標により計測・評価す
ることが可能ではないかと考えた。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、学習コミュニティにおけ
る学習者間の作用やコミュニケーションの
分析を学習者間の多対多の相互作用のネッ
トワークを対象に拡張することで、コミュニ
ティへの参加を通じた学習が効果をもたら
すメカニズムとパターンを解明することで
ある。 
コミュニケーションの知識の創出に関わ
る特性の計測や分析を個人からネットワー
クに広げることにより、コミュニティの状態
を学習に適した環境であるか否かの見地か
ら客観的に評価し、集団による学習効果を学
習者と環境の相互作用によるものとして把
握・分析し解明できるようになると期待し研
究を行っている。 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、大学で運用されているソーシ
ャルネットワークサービス(SNS)のデータに
対してコミュニケーションの構造を複雑ネ
ットワーク分析および社会ネットワーク分
析の手法を用いて分析し、その時間に沿った
変化を観察すること、また、合宿形式での学
習プロジェクトの参加者にウェアラブルセ
ンサを着用させてそのコミュニケーション
を観察し、これと参加者へのアンケート調査
の結果を比較することを通じ、学習コミュニ
ティにおいて学習者の学習を促す要素とそ
の作用のパターンを確認し、また分析しよう
とした。 
 

４．研究成果 
 
(1)実際に大学で運用されているソーシャル
ネットワークサービス(SNS)のデータの全体
から、内部で行われているコミュニケーショ
ンを、利用者間の相互作用のグラフ（ネット
ワーク）構造として抽出した。また、学習コ
ミュニティについての実証的分析について、
SNS 全体ではなくその内部でより密接に結び
ついた部分ネットワークを分析の対象とす
るべきであると特定し、ネットワーク科学の
分野で知られるコミュニティ抽出の手法に
よってそのような小集団（コミュニティ）の
抽出を試みた。このコミュニティが時間の経
過につれてどのように変化するかを可視化
し、グラフ構造の指標値の変化と組み合わせ
て観察することにより、SNS 全体の中で特徴
的なコミュニケーションが行われている部
分を検出し特定することが可能となった。 
(2) 学習者の価値観や動機付けなどに作用
する「共同体感覚」が、学習者が自分の周囲
とのつながりに対して持つ認識に影響され
るという先行研究に基づき、学習者のつなが
りの相互作用のネットワーク構造がこの「共
同体感覚」を媒介して学習の成果に影響する
可能性について指摘した。また、相互作用が
「閉じたネットワーク」という構造を持つと
きにこの「共同体感覚」が強く働き学習効果
が得られること、すなわち、社会学や経済学
の分野においてグループ内での密接な協調
や協力関係がソーシャル・キャピタルとして
働くのと同様のパターンを持つことを指摘
した。これは、学習コミュニティにおけるソ
ーシャル・キャピタルの作用を指摘したとい
うことができる。また、この指摘に基づき、
学習環境におけるコミュニケーションのグ
ラフ構造の情報、特につながりの数である次
数と、つながりの密度と係るクラスタ係数と
いう指標値から、その学習者が持つ学習に関
するソーシャル・キャピタルを比較・軽量す
ることを提案した。 
(3)学習者個人の活動がコミュニティにおけ
るソーシャル・キャピタルの形成にどのよう
に反映するかを確認するため、合宿形式の学
習プロジェクトにおいて学生の行動を録画
し、またウェアラブルセンサを用いて計測し、
これと「共同体感覚」のアンケート調査を交
えて分析した。その結果、センサーによって
検知される「体の動き」の頻度とそれぞれの
学習者における「共同体感覚の変化」に負の
相関が見られること、つまり、他者の活動を
認識することが「共同体感覚」を強化し学習
を促すこと、すなわちソーシャル・キャピタ
ルの形成に繋がる可能性があることがわか
った。 
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